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各
県
協
力
金
表
明
相
次
ぐ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
で
政
府
が
創
設
す
る
臨
時
交
付
金

が
事
業
者
へ
の
体
業
協
力
金
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
各
擦
で
二
十

日
、
新
た
に
体
簾
襲
講
や
醸
寿
金
寅
出
を
表
明
す
る
動
き
が
相
次
い
だ
．す

糞

萄
川
県
は
臨
時
変
付
金
奪
繊
い
、

体
繁
要
請
に
応
じ
た
申
小
企
業
に
五

十
万
円
、
饉
人
事
業
主
に
二
十
万
円

の
協
力
金
を
支
絵
す
る
と
発
表
．
谷

本
正
憲
知
事
は
、
臨
時
交
付
壼
の
充

当
を
響
認
し
た
十
九
日
の
西
村
康
稔

経
舞
再
生
機
議
機
の
発
言
雑
つ
い
て

「体
業
を
婆
講
し
な
が
ら
綺
も
手
を

打
た
な
い
の
は
非
現
実
的
だ
と
い
う

声
が

や

っ
と
曇

い
た
，

（
西
村
氏

の
）
表
明
は
非
常
饉
タ
イ
ミ
ン
グ
が

良
か

っ
た
」
と
雛
迎
し
た
ぐ

大
型
運
体
申
の
宿
泊
予
約
音
錢
延

理
や
解

約
を
依
頼

し
た

宿
泊
施
設

に
、　
一
人

一
治
当
た
り
六
千
爾
、
最

大
十
二
万
円
を
払
う
と
発
表
し
た
の

は
二
菫
彙
の
鈴
本
英
敬
知
事
，　
っ
西

樹
氏
が
活
用
で
き
る
と
発
言
し
た
交

付
金
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
」
と
説
明

し
た
“
北
海
道
も
遊
難
施
設
な
ど
に

最
大
三
十
万
円
を
支
輸
す
る
。

福
島
、
山
口
繭
無
は
、
体
業
は
当

薇
要
講
し
な
い
と
の
方
針
を
見
直
し

た
。繭

県
鍾
バ
チ
ン
コ
籍
な
ど
に
二
十

一
日
か
ら
の
体
業
を
要
譲

４
交
付
金

石
銀
囃
穣
自
の
緊
議
事
態
童
議

が
出
さ
れ
、
鶴
散
と
す
苺
金
沢

市
の
議
華
衝

・
片
町

・
感
Ｂ
覆

「財
糠
が
い
く
う
あ

っ
て
も
き
り
が

な
響
』
と
し
て
、
最
後
ま
で
容
講
し

な
い
方
針
．
た
だ
、
地
方
側
が
露
待

す
る
協
力
金

へ
の
活
用
ま
で
拒
め
ば

一
国
が
批
判
の
矢
面
に
立

つ
こ
と
に

な

り
、
失
策

の
鶴

口
を

広
げ
る
」

（関
係
者
）
と
の
懲
い
も
動
き
、
答

認
に
転
じ
た

一ヽ

▼
猥
諄

地
方
で
は
歓
理
の
声
が
広
が
る
）

緊
急
事
態
宣

露
の
食
醸

へ
の
拡

大

で
、
十
二
の
特
定
警
戒
都
滋
府
業
の

を
財
漂
に
協
力
機
を
払
う
方
向
で
織

話
を
始
め
る
種
島
県
の
内
堀
雅
雄
知

事
は

一．各
集
が
支
給
し
た
場
合
、
交

付
総
額
の

一
兆
円
で
ど
こ
ま
で
贈
え

る
の
か

」
と
懸
念
を
示
し
た
ｃ

一
方
、
選
興
施
設
に
二
十
日
か
ら

の
体
業
を
要
請
し
て
い
た
山
梨
県
の

長
崎
幸
太
郎
知
事
は
、
樹
床
や
軽
症

者
向
け
宿
海
施
設
確
保
の
た
め
臨
時

交
付
金
を
使
う
と
表
明
．
事
業
者
に

は
、
鶴
が
設
け
る
収
入
減
の
中
小
企

業
な
ど
に
最
大

三
百
万
円
を
総
付
す

る

「
持
続
化
給
付
金
」
の
活
用
を
促

す
考
え
を
示
し
た
．

共
同
通
信
に
よ
る
十
七
日
の
調
査

で
は
、
休
業
す
る
事
業
者

へ
の
財
政

支
援
を
決
め
て
い
た
の
は
十
二
都
府

県
ハ
石
川
、
三
饉
両
県
は
検
討
中
と

し
て
い
た

．
財
政
的
な
裏
打
ち
が
で

き
る
こ
と
で
同
様
の
動
き
が
広
が
り

そ
う
だ
‘

一
つ
に
指
定
さ
れ
た
石
川
県
．
二
十

日
の
難
議
会
見
で
申
小
企
業
に
五
十

万
円
な
ど
を
支
織
す
る
協
力
金
に
つ

い
て
公
表

し
た
谷
本

通
憲
知
事

は

「安
心
し
て
苑
議
で
き
る
環
境
が
整

っ
た
」
と
評
価
し
た
。

し
か
し
財
政
規
模
は
十
二
都
道
府

県
の
中
で
最
も
小
さ
゛
．
谷
本
氏
は

一
少
し
費
伸
び
気
職
だ
が
、
東
京
や

愛
知
、
千
葉

な
ど
も
念
瀬

に
決
め

た
」
と
支
総
額
を
五
十
万
簿
に
し
た

事
情
を
語
り

「
運
り
な
く
な
れ
ば
簿

を
上
げ
る
」
と
強
調
し
た
，

同
じ
く
特
定
書
戚
都
道
府
県
の
茨

城
県
は
、
体
業
甕
論
に
応
じ
た
遊
輿

施
設
に
協
力
金
二
十
万
円
を
支
綿
す

る
牛
対
象
ほ
約
二
千
施
設
だ
が
、
飲

食
驚
な
ど
に
拡
大
し
た
要
講
も
検
討

中
．．
そ
の
場
合
は
予
算
が
二
十
億
円

穂
度
と
な
る
見
込
み
で
、
縄
当
番
は

「
臨
時
交
付
金
の
使
い
道
は
福
祉
分

野
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
総
額
鈴
拡

充
が
必
要
だ

」
と
訴
え
る
（．

全
覇
知
事
会
の
幹
諄
は

「
外
感
を

効
栞
的
に
抑
え
る
に
は

一
兆
円
で
で

き
る
範
策
推
銀
界
が
あ
る
キ
こ
れ
で

導
積
き

に
は
し
な
い
」
と
轟
し
、
交

付
金
の
鑢
額
を
求
峰
て
響
く
姿
勢
を

鱗
明
に
し
た
。

政
府
は
新
型
警
憲
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

簑
対
策
の

一
兆
円
の
臨
時
交
付
金
を

巡
り
、
都
磁
府
暴
が
体
業
要
請
に
応

じ
た
事
業
者
に
支
払
う
協
力
金
へ
の

構
用
容
露
に
転
じ
た
，
冨
平

万
円
の

現
金
給
付
織
爾
や
念
世
様

へ
の
布
マ

ス
ク
配
布
な
ど
圏
が
打
ち
出
す
対
策

は
不
評
続
き
で
、
さ
ら
な
る
批
判
の

強
ま
り
を
避
け
た
い
思
惑
が
浮
か

ぶ
ａ
地
方
側
は
評
価
す
る

一
方
で

「
一
兆
円
で
は
と
て
も
足
り
な
い
」

（
全
国
知
事
会
）
と
早
く
も
増
額
を

要
求
し
て
い
る
．

▼
鶴
自

「
こ
れ
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
↑
十

七
爾
、
饉
時
交
付
金
を
直
接
断
簡
す

る
北
村
譲
露
地
方
鐵
生
握
当
輔
と
、

譲
書
ナ
対
策
を
撞
う
西
村
糠
韓
経
済

再
生
機
当
標
は
電
話
で
会
議
し
、
協

力
童
へ
の
話
題
審
議
を
決
め
た
、

政
府
は
二
Φ
二
〇
筆
鐘
補
正
予
簿

案
を
組
ん
だ
段
階
で
は

「
体
業
補
償

や
協
力
金
の
よ
う
な
使
達
は
態
定
し

て
い
な
か
っ
た
」

一北
村
氏
）
．
だ

が
新
型
言
鬱
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
播
法
に

基
づ
く
緊
急
事
態
霊
雪
が
出
さ
れ
、

轟
向
き
は

一
変
４ｔ
案
京
都
を
皮
切
り

に
各
地
で
体
業
協
力
金
が
浮
上
す
る

と
、
徐
々
に
外
蠣
を
経
め
ら
れ
て
中

アヽ
金機

は
、
体
騒
中
の
機
失
を
構
轟
す

る
形
で
の
体
業
補
償
に
つ
い
て
は
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茨
城
は
対
象
拡
大
を
検
討



臨時地方交付金で休業補償 北村担当相「認めない」 …
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臨時地方交付金で
―

北村担当相 日認めない」 協力金
は容認

4/21(火)20:12配信

北村誠吾地方創生担当相は21日の記者会見で、新

型コロナウイルスの感染拡大に伴う緊急経済対策に

盛り込んだ総額1兆円の臨時地方交付金について、自

治体が事業者の休業に伴う直接の補償や損失補填

(ほてん)に充てることを認めない考えを示した。

北村氏は、東京都などが休業要請に応じた事業者

JL村識吾地方倉1生理当オト 2020年  に支払う「協力金Jに関しては「協力金や支援金も

,14日
犠 18時ア分、り|1田月酷撮

 含めて、それぞれの判断によって、自由度が高 く使

うことができる仕組みとする」と容認する考えを示

す一方で、「今でもなお、休業の補償や損失の補填に充てるという考え方自体は認

めてはいない」と述べた。

各自治体への交付上限額は2020年度補正予算成立後に速やかに示し、5月の大型

連体明けにも説明会を開催。自治体から実施計画を募り、6月 中に交付金で実施でき

る事業内容や交付額を決定する。 【畠山嵩】

【関連記事】

<広島県知事、職員の
″
10万円
″
足りぬ財源に活用>

<西村担当相 体業要請応じなしヽバチンIB店 施設名公表検討>

<首相の「アサヒノマスク」発言が物議 2枚3300円の製造元、調べてみると…>

<虫混入、カビ付着…全戸配布用マスクも不良品 政府は公表せず>

<大阪府知事、休業要請に応じない施設「今週末にも公表半J断J>
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